平成25年度第２回大阪府市文化振興会議　議事要旨

１　日　時　　平成25年６月11日（火）午前10時～11時10分

２　場　所　　大阪府公館大サロン

３　出席委員　橋爪会長、中川副会長、池末委員、石野委員、太下委員、桂委員、佐藤委員（ＡＣ部会長）、當麻委員、弘本委員、山口（悦）委員、山下委員、橋本専門委員

４　議　題　　　
（１）アーツカウンシル統括責任者の就任について
（２）アーツカウンシル部会の取組みについて
（３）その他

５　議事概要
（１）アーツカウンシル統括責任者の就任について
　○事務局から、資料１をもとに、統括責任者の公募・選考の経過について説明。
　○統括責任者（アーツカウンシル部会部会長）の佐藤委員から挨拶を行った（別添）。
　○委員から次のようなコメントがあった。
　　・佐藤さんは、将来ビジョンをしっかり持たれており、外からの目で見ることもできる。
　　・やる気が抜きんでていた。大阪以外のことも知っている。フリーハンドでやってほしい。
　　・クリアなビジョンを持っている。府市の事業予算は少額であり、しがらみもあるだろうが頑張ってほしい。
　　・皆さんと意見は一致。人々が豊かで楽しくと、大阪の都市魅力やアイデンティティ向上は、必ずしも並び立たない場合がある。評価の軸をしっかりもって、混同しないように。報酬は少なくて恐縮だが頑張ってほしい。
　　・文化の認識をきちんと持ち、バランスもある。

（２）アーツカウンシル部会の取組みについて
○事務局から、資料２をもとに、アーツカウンシル部会の組織体制及び今後の取組みについて説明。
○佐藤委員（部会長）から、専門委員について、想定されている７分野をベースに映像や複合芸術などこれまで弱かった分野を大切にしたいこと、仕事をしながらアーツカウンシルの形を固めていきたいこと、７名にこだわらず例えば審査会ではテンポラリーな委員も考えたいなどの意向が示された。
また、アーツマネージャーについては、東京でも人材不足であり、現場との関わりの中で、専門委員で評価軸を定め、人材を育成していきたいこと、また、アーツマネジメントの学科のある大学とも連携していきたいとの考えが示された。
　○委員から次のようなコメントがあった。（⇒は事務局）
　　・７分野に１人ずつではなく、佐藤さんに任せればいいと思う。
　　・７分野はあくまで想定。アーツマネージャーは大変だと思う。
大学の院生やポスドクを活用するなど、来年度以降息切れしないように育成事業をしてはどうか。
　　・評価はピアレヴューになるのか、やりたい人がいるのか。関係する人はやりにくいかもしれない。
　　・評価する際には、関係する人は外れる。
　　・芸術は生ものであり時代によって変化する。評価の際によそ行きの席を作ってもらうのではなく、ミシュランのように覆面でできないか。現場を見る目を長期的に養う必要がある。
　　・限られた予算であり、仕分けして自分でできるものは予算を出さない。例えば、大阪の交響楽団のほか、京都やＮＨＫの交響楽団なども参加し、１週間、同じ曲をそれぞれの楽団で演奏するなどは、お金を使わなくてもできるのではないか。
　　・カテゴリーを越えることも必要。例えば小学校での取り組みなど、専門性や分野を越えた経験や情報の共有が必要。
　　・専門性は専門委員が担保するが、横断的な評価も必要であり、アーツマネージャーをどう活用するか。
　　・佐藤さんに期待。トライアンドエラーで頑張ってほしい。
　　・専門委員が横糸、アーツマネージャーが縦糸なのかもしれない。
　　・補助事業は審査して終わりではなく、補助した事業者の報告会をしてはどうか。どういう段階を踏めばいいか専門家が入口を示せればいい。
　　・アーツカウンシルは、専門性、透明性、公正性がポイント。専門性は、その道の達人、目利き。アーツマネージャーや専門委員も大事だが、運営や企画、財務やマーケティングの専門家により助言や元気づけられることが重要。決して切り捨てではない。透明性については、団体のプライバシーもあり、全てを公開することは無理。公正性は公平性ではない。みんなに供給するもの、アウトリーチが大切。大阪のアイデンティティ、いわゆる「とんがったもの」を発信する事業、私は「扇形」と呼んでいる。アーツマネージャーについては、利益誘導や双方代理は不適。自分の団体が関与する場合は外れる。
　　・補助金助成はアーツカウンシルで行うのか。
　　　⇒補助金助成の審査はアーツカウンシルで行う。
　　・文化振興計画を昨年度まとめたが、府市が共同で行うのは画期的。府市で統一的な推進とパワーアップで強い大阪の文化施策を。また、アーツカウンシルができて何がどう変わったのかということも短期的に見せないといけない。
○佐藤委員（部会長）から次のようなコメントがあった。
[bookmark: _GoBack]・各委員から有益な意見をいただき感謝。アーツカウンシルでどう変わったかを見せていかないといけないが、アーツカウンシルは事業主体ではなく、行政の背中を押すものと考えている。府民市民の文化施策と、都市魅力としての文化施策が相反することもあるかもしれないが、目的別に分けて、例えば突破型や育成型など評価基準を考えたい。
○会長から、部会長代理の指名は、専門委員選任後とする旨の確認があった。　　　

（閉会）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
